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＝第22号＝

▼
今
か
ら
110
年
前
、
明
治
41
年
（1908

年
）、
山
形

市
で
歴
史
的
大
イ
ベ
ン
ト
「
山
形
行
啓
」
が
行
な
わ

れ
た
。
そ
の
折
、
山
寺
で
当
時
の
東
村
山
郡
（
現
在

の
山
形
市
、
天
童
市
、
中
山
町
、
山
辺
町
）
の
支
援

の
も
と
、
東
宮
殿
下
（
後
の
大
正
天
皇
）
が
山
寺
に

も
行
啓
な
さ
れ
た
▼
山
寺
が
、
当
時
、「
青
の
洞
門
」

で
有
名
な
「
耶や

馬ば

溪け
い

」（
大
分
県
）に
匹
敵
す
る
「
景
勝

の
地
」
と
し
て
全
国
に
紹
介
さ
れ
、「
観
光
地
山
寺
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
歴
史
的
な
年
と
な
っ
た
▼
記
録

『
山
寺
行
啓
記
事
』（
東
村
山
郡
役
所
発
行
）
に
、「
山

寺
か
ら
四
方
に
通
じ
る
道
路
は
年
々
荒
廃
し
、
や
が

て
火
の
消
え
た
よ
う
な
辺へ

ん

鄙ぴ

な
田
舎
寺
の
あ
る
村
に

成
ら
ん
と
し
て
お
っ
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

殿
下
行
啓
後
の
報
告
書
に
は
「
山
寺
が
見
事
に
復
活
し

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
▼
上
の
写
真
は
、
東
宮
殿
下
が
、

現
在
の
山
寺
郵
便
局
前
に
立
つ
「
野
立
ち
の
碑
」（
左
）

か
ら
初
め
て
眺
望
な
さ
れ
た
「
立
石
寺
境
内
全
景
」

で
あ
る
▼
当
日
、
二
時
間
余
の
境
内
を
巡
啓
、
下
山
折
、

観
明
院
前
で
「
も
う
一
度
来
よ
う
」
と
、
案
内
人
の

馬
淵
県
知
事
に
つ
ぶ
や
か
れ
た
と
い
う
。
関
係
者
は

感
涙
し
た
と
伝
わ
る
▼
翌
日
か
ら
、
関
係
者
が
予
想

も
し
な
か
っ
た
ほ
ど
、
県
内
外
か
ら
の
多
く
の
参
詣

者
で
山
寺
が
賑
わ
っ
た
。
山
形
～
山
寺
、
天
童
～
山

寺
の
道
路
は
参
詣
者
で
の
蟻
の
行
列
。
往
来
は
人
力

車
・
自
転
車
等
で
混
雑
を
極
め
、
昼
食
を
摂
る
茶
店

に
行
列
が
出
来
た
▼
行
啓
後
ま
も
な
く
、
県
内
外
の

篤
志
家
か
ら
会
費
を
募
り
、
山
寺
に
「
保
り
ゅ
う
会
」

（
現
在
の
観
光
協
会

に
相
当
す
る
組
織
）

が
結
成
さ
れ
、
霊

場
山
寺
に
加
え
て

景
勝
地
山
寺
の
紹

介
を
展
開
す
る
の

で
あ
る
。

「
山
寺
行
啓
」

「
山
寺
行
啓
」

　
　
　
　

  

一
一
〇
周
年

一
一
〇
周
年

明治41年９月18日、東宮殿下（後の大正天皇）が初めて眺められた立石寺全景明治41年９月18日、東宮殿下（後の大正天皇）が初めて眺められた立石寺全景

「野立ちの碑」「野立ちの碑」
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当
時
、
山
寺
村
は
、
立
石
寺
の
寺
領
没

収
、
二
口
街
道
交
易
量
の
激
減
で
経
済
危

機
に
陥
っ
て
い
た
。
山
寺
の
復
活
を
願
い
、

村
挙
げ
て
東
宮
殿
下
（
後
の
大
正
天
皇
）

の
山
寺
行
啓
を
懇
請
し
た
。

　

明
治
41
年
７
月
23
日
に
山
寺
行
啓
内
示

が
あ
り
、
同
８
月
14
日
正
式
決
定
。
こ
の

日
か
ら
30
余
日
間
で
、
当
時
の
東
村
山
郡

内
各
村
々
の
協
力
で
全
て
の
準
備
を
成
し

遂
げ
９
月
18
日
に
備
え
た
★
殿
下
は
人
力

車
で
行
啓
な
さ
れ
る
。
道
路
・
橋
梁
の
走

行
時
、
ガ
タ
ゴ
ト
揺
れ
な
い
改
修
が
求
め

ら
れ
た
。
改
修
に
当
た
っ
て
、
山
寺
沿
線

の
鈴
川
、
楯
山
、
高
瀬
、
山
寺
（
荒
谷
含
む
）

各
村
か
ら
一
日
500
人
ず
つ
の
人
足
を
動

員
、
道
路
の
石
抜
き
、
ざ
り
・
砂
敷
き
等

を
20
日
間
余
で
完
了
さ
せ
ね
ば
な
ら
か
っ

た
。
さ
ら
に
、
沿
道
周
辺
で
の
奉
送
迎
の

保
安
、
整
美
、
記
念
殿
、
休
憩
所
等
の
建

設
、
馬
見
ヶ
崎
橋
か
ら
山
寺
間
沿
道
で
の

奉
迎
送
者
の
配
置
等
々
の
難
題
を
一
意
専

心
で
成
し
遂

げ
た
★
建
築

資
材
は
、
東

村
山
郡
内
の

資
産
家
よ
り

買
上
げ
て
ま

か
な
い
、
滞

り
な
く
竣
工

さ
せ
た
★
立

石
寺
境
内
の
石
段
は
、
少
し
の
欠
け
た
箇

所
を
も
見
逃
さ
ず
徹
夜
で
改
修
。
山
寺
村

の
石
工
の
技
量
の
程
を
示
す
出
来
栄
え
と

な
っ
た
。
★
新
聞
、
雑
誌
記
者
へ
の
立
石

寺
境
内
案
内
、
山
寺
界
隈
の
情
報
、
資
料

提
供
は
、
伊
澤
栄
次
氏
が
詳
細
に
行
っ
た
。

★
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
関
係
者
一

同
安
堵
。
雨
天
な
れ
ば
、
山
寺
行
啓
は
中

止
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
★
山
形
か

ら
山
寺
ま
で
奉
送
迎
の
人
垣
が
で
き
、
山

寺
村
民
は
地
蔵
堂
前
に
国
旗
を
交
叉
し
た

緑
門
を
造
り
、
そ
の
場
に
整
列
、
奉
送
迎

申
し
上
げ
た
★
現
在
の
「
野
立
ち
の
碑
」

近
く
の
川
岸
に
生
簀
を
造
り
、
高
瀬
東
山

の
釣
師
斎
藤
五
郎
七
氏
の
釣
っ
た
岩
魚
を

台だ
い

覧ら
ん

頂
い
た
。
当
日
、
岩
魚
を
山
形
の
御

宿
舎
に
お
届
け
し
た
★
豊
田
村
「
し
し
踊

り
」
を
台だ

い

覧ら
ん

頂
く
こ
と
に
異
論
が
出
た
が
、

殿
下
は
お
気
に
召
さ
れ
、
写
真
を
差
出
す

よ
う
に
と
申
さ
れ
た
★
「
性
相
院
、
立
石

寺
」
を
事
務
所
と
し
、
電
話
を
敷
設
、
僅

か
の
瑕か

疵し

も
で
な
い
よ
う
配
慮
し
た
★
立

石
寺
境
内
巡
啓
の
御
案
内
は
、
馬
淵
県
知

事
が
務
め
た
。
報
道
関
係
者
へ
の
案
内
は
、

山
上
の
詰
所
を
観
明
院
に
、
山
下
は
中
嶋

屋
に
置
き
、
伊
澤
栄
次
氏
が
担
当
。
★
記

事
の
伝
送
は
、
臨
時
郵
便
扱
い
所
を
開
設

し
記
事
の
伝
送
に
最
大
の
便
宜
を
図
っ
た
。

こ
う
し
て
、
山
寺
が
全
国
に
紹
介
さ
れ

た
。
★
山
上
の
四
寺
院
の
屋
根
の
葺
き
替

え
、
畳
替
え
、
襖
を
張
替
え
、
生
花
、
屏

風
、
床
掛
け
で
飾
り
、
薄
縁
を
敷
き
、
室

内
へ
は
靴
の
ま
ま
の
昇
降
と
し
、
供
奉
員

の
休
憩
所
に
充
て
た
★
高
瀬
大
森
物
見
塚

休
憩
所
で
、
供
奉
者
へ
茶
う
け
に
出
し
た

枝
豆
が
「
こ
ん
な
に
お
い
し
い
も
の
を
初

め
て
食
べ
た
」
と
絶
賛
さ
れ
た
★
こ
う
し

た
「
お
も
て
な
し
」
の
数
々
が
、
殿
下
は

じ
め
、
供
奉
員
の
御
意
に
か
な
い
、
下
山

の
折
の
「
も
う
一
度
来
よ
う
」
と
の
御
言

葉
と
な
っ
た
。
御
一
行
は
御
機
嫌
麗
し
く

山
形
へ
御
還
啓
★
行
啓
は
、
辺
鄙
な
寒
村

と
な
ろ
う
と
し
て
い
た
山
寺
村
を
、
一
日

に
し
て
、「
霊
場
、
景
勝
の
山
寺
」
と
し

て
全
国
に
知
ら
し
め
た
。
山
寺
行
啓
は
予

期
以
上
の
成
果
を
挙
げ
、
万
事
滞
り
な
く

終
え
る
こ
と
が
で
き
、
観
光
山
寺
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。

★
山
形
～
山
寺
間
の
道
路
が
県
道
に
昇
格
、

そ
の
整
備
は
飛
躍
的
に
進
ん
だ
★
上
荒
谷

沿
道
に
桜
並
木
が
記
念
植
樹
さ
れ
た
。
現

在
、
そ
の
並
木
桜
は
、
終
戦
時
、
松
根
油

造
り
の
燃
料
と
し
て
伐
採
、
今
、
一
本
だ

け
が
残
っ
て
い
る
★
大
正
期
に
「
山
寺
ホ

テ
ル
」
を
建
設
。
さ
ら
に
御
用
邸
の
建
設

も
話
題
に
な
っ
た
★
お
か
げ
で
、
昭
和
７

年
、
山
寺
は
名
勝
、
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

山
寺
行
啓
は
、「
霊
場
・
景
勝
の
山
寺
」
と

山
寺
行
啓
は
、「
霊
場
・
景
勝
の
山
寺
」
と

全
国
に
紹
介
す
る
大
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た

全
国
に
紹
介
す
る
大
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た

※
山
寺
は
、
殿
下
の
行
啓
を

※
山
寺
は
、
殿
下
の
行
啓
を

　

な
ぜ
懇
請
し
た
の
か

　

な
ぜ
懇
請
し
た
の
か

※
山
寺
は
、
巡
啓
の
準
備
を

※
山
寺
は
、
巡
啓
の
準
備
を

　

ど
の
よ
う
に
進
め
た
か
。

　

ど
の
よ
う
に
進
め
た
か
。

※
明
治

※
明
治
4141
年
９
月

年
９
月
1818
日
、
当
日

日
、
当
日

※
行
啓
後
の
山
寺

※
行
啓
後
の
山
寺

平成30年１月１日現在 山寺戸数426戸、総人口1,193人（男574人、女619人）　市統計より
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平成29年度　山寺小・中学校の児童・生徒数 小学校44人（男21人、女23人）  中学校32人（男16人、女16人）

　

行
啓
後
、
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
山
寺

が
明
治
44
年
春
の
山
形
大
火
で
参
拝
客
の

急
減
少
に
見
舞
わ
れ
た
。

　

行
啓
実
現
の
先
達
・
伊
澤
栄
次
氏
は
、

山
寺
振
興
に
追
加
的
な
手
立
て
を
打
つ
必

要
に
迫
ら
れ
た
。
来
形
し
て
い
た
高
橋
源

吉
は
大
火
に
見
舞
わ

れ
困
窮
。
伊
澤
氏
と

源
吉
両
者
の
思
い
が

一
致
、
根
本
中
堂
を

会
場
に
「
山
寺
油
絵

展
覧
会
」（
明
治
44
年

10
月
20
日
～
11
月
５

日
、
作
品
50
点
余
展

示
）
が
実
施
さ
れ
た
。

「
最
上
川
」（
写
真
）

は
「
旧
山
寺
ホ
テ
ル
」

二
階
大
広
間
に
、
誰
の
作
品
か
も
気
に
さ

れ
ず
粗
末
に
掲
げ
ら
れ
て
き
た
。

　

平
成
23
年
、
修
復
研
究
家
大
場
詩
野
子

氏
（
現
在
、
神
奈
川
県
在
住
）
が
源
吉
の

作
品
と
確
認
。
旧
山
寺
ホ
テ
ル
を
管
理
す

る
「
山
形
歴
史
た
て
も
の
研
究
会
が
、
修

復
募
金
活
動
を
昨
年
10
月
末
ま
で
行
っ
た
。

修
復
後
は
、
装
い
を
新
た
に
し
た
展
示
で

の
お
目
見
え
が
期
待
さ
れ
る
。
高
橋
源
吉

の
父
は
、
代
表
作
品
『
鮭
』、『
花
魁
』
で

有
名
な
洋
画
家
高
橋
由
一
。

★
昭
和
12
年
11
月
10
日
、
仙
山
線
全
線
開

通
。
今
年
、
開
通
80
周
年
。
観
光
地
の
要

で
あ
る
交
通
ア
ク
セ
ス
が
整
う
こ
と
と
な

っ
た
。

　

行
啓
後
、
東
村
山
郡
史
蹟
保
存
会
を
組

織
し
、９
月
18
日
前
後
に
、昭
和
30
年
（
山

形
市
合
併
前
年
）
ま
で
行
啓
記
念
事
業
を

継
続
し
た
。

★
行
啓
記
念
碑
の
建
立

＊
「
御
野
立
ち
の
碑
」（
立
谷
川
河
畔
）

＊
「
大
正
天
皇
在
東
宮
行
啓
記
念
碑
」

　
　
　
　
　
　
　
　

（
日
枝
神
社
境
内
）

＊
東
宮
駐
駕
記
念
碑 

（
記
念
殿
庭
園
内
）

★
山
寺
巡
啓
の
関
係
資
料
の
多
く
を
伊
澤

三
右
衛
門
栄
次
氏
が
保
存
し
て
お
ら
れ
る
。

＊
山
寺
行
啓
記
事
（
東
村
山
郡
役
所
）

＊
山
寺
行
啓
記
（
東
村
山
史
蹟
保
存
会
）

＊
行
啓
記
念
帖
（
山
寺
尋
常
小
学
校
）

＊
当
時
の
新
聞
記
事

＊
山
寺
保
り
ゅ
う
會
設
立
主
意
及
会
則

＊
保
り
ゅ
う
會
発
行
「
写
真
絵
葉
書
等
」

＊
山
寺
行
在
所
に
関
す
る
調
査
報
告
書

★
多
く
の
方
々
か
ら
資
料
に
関
す
る
お
話

を
お
聞
き
で
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

山
寺
中
三
年
生
が
、
九
年
間
、
山
寺
小
中

学
校
で
学
ん
だ
「
山
寺
の
歴
史
・
文
化
」
を

ふ
ま
え
、「
わ
た
し
た
ち
が
思
い
描
く
未
来

の
山
寺
」
を
、
平
成
29
年
度
文
化
祭
で
発
表

し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

　

大
人
も
、
中
学
生
の
思
い
に
応
え
る
供
元

気
な
山
寺
の
ま
ち
づ
く
り
僑
を
熟
考
し
た
い

も
の
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
発
表
だ
っ
た
。

わ
た
し
た
ち
が
思
い
描
く

わ
た
し
た
ち
が
思
い
描
く

未
来
の
山
寺

未
来
の
山
寺

山寺小中学生が考えた山寺小中学生が考えた
山寺の「ゆるキャラ」山寺の「ゆるキャラ」

原案　朝妻　来望原案　朝妻　来望
　　　（小6）〈宮崎〉　　　（小6）〈宮崎〉
デザインデザイン　中嶋　希美　中嶋　希美
　　　（高１）〈地蔵堂〉　　　（高１）〈地蔵堂〉

円にゃんさん円にゃんさん

★
必
見
す
べ
き
最
重
要
な
資
料
を
伊
澤
家

か
ら
お
借
り
し
実
施
で
き
、
多
く
の
方
々

か
ら
閲
覧
頂
け
た
。

　

や
ま
で
ら
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

☆
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
一
段
と
進
む
21
世
紀
、

山
寺
の
素
晴
ら
し
い
「
歴
史
・
文
化
」
を
よ

り
深
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
イ
ン
ス
タ

映
え
す
る
映
像
を
考
案
し
「
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｒ
Ａ
」
を
世
界
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
。
英
会

話
に
よ
る
外
国
人
へ
の
観
光
ガ
イ
ド
に
も
、

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
。

☆
二
口
峠
が
年
間
通
行
で
き
、
冬
も
観
光
客

が
大
勢
く
る
山
寺
、
修
学
旅
行
が
全
国
か
ら

来
る
山
寺
を
め
ざ
し
、「
山
寺
に
来
て
よ
か

っ
た
」
と
い
わ
れ
る
町
づ
く
り
を
大
切
に
し
、

山
寺
の
少
子
高
齢
化
を
も
解
決
し
た
い
。

☆
山
寺
で
採
れ
る
食
材
を
使
っ
て
の
料
理
を

創
作
、
提
供
す
る
。
山
寺
の
竹
・
木
材
を
使

っ
て
の
和
風
へ
の
外
装
リ
メ
イ
ク
を
勧
め
る
。

原案　遠藤　伊織原案　遠藤　伊織
　　　（中３）〈川原町〉　　　（中３）〈川原町〉
デザインデザイン　中嶋　希美　中嶋　希美
　　　（高１）〈地蔵堂〉　　　（高１）〈地蔵堂〉

サルらんぼサルらんぼ

※
山
寺
行
啓
後
、

※
山
寺
行
啓
後
、

　
　
　
　

記
念
事
業
を
継
続

　
　
　
　

記
念
事
業
を
継
続

山
寺
芭
蕉
記
念
館
で
山
寺
行
啓
展

山
寺
芭
蕉
記
念
館
で
山
寺
行
啓
展

「
山
寺
行
啓
資
料
集
」
を
新
関
孝
夫
氏
が
上
梓

「
山
寺
行
啓
資
料
集
」
を
新
関
孝
夫
氏
が
上
梓

高
橋
源
吉
「

高
橋
源
吉
「
本
合
海
」

本
合
海
」

　
　
　
　

修
復
、展
示
が
期
待
さ
れ
る

修
復
、展
示
が
期
待
さ
れ
る
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「
和
敬
」
と
は
、供
心
を
穏
や
か
に
、

つ
つ
し
み
深
く
保
ち
、
相
手
を
敬
う
僑

と
い
う
意
味
で
す
。
自
分
中
心
に
ば
か

り
考
え
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
心
が

波
立
っ
て
来
て
、
周ま

わ

り
の
ア
ラ
ば
か
り

目
に
付
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

そ
れ
が
、
自
分
の
言
葉
や
行
動
に
表
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
周

り
の
人
か
ら
嫌
が
ら
れ
、
楽
し
い
毎
日

に
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
心
を
穏
や
か

に
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
保
つ

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
!!

今 味わう、先哲の言葉   

「
憶お

く

和わ

敬け
い

」

        

立
石
寺
住
職　

清
原 

正
田

「中嶋道路が完成」「中嶋道路が完成」

　

山
寺
地
区
が
長
い
間
要
望
し
て
い
た
、南
院
地
内
の
市
道
「
中
嶋
道
路
」
の
改
良
工
事
が
地
権
者
の
協
力
、

　

山
寺
地
区
が
長
い
間
要
望
し
て
い
た
、南
院
地
内
の
市
道
「
中
嶋
道
路
」
の
改
良
工
事
が
地
権
者
の
協
力
、

行
政
・
関
係
各
位
の
協
力
を
得
て
立
派
に
完
成
し
た
。
中
嶋
橋
は
３
月
に
佐
藤
市
長
を
迎
え
て
開
通
式
を

行
政
・
関
係
各
位
の
協
力
を
得
て
立
派
に
完
成
し
た
。
中
嶋
橋
は
３
月
に
佐
藤
市
長
を
迎
え
て
開
通
式
を

行
い
、
Ｊ
Ｒ
ガ
ー
ド
下
の
二
車
線
道
路
も

行
い
、
Ｊ
Ｒ
ガ
ー
ド
下
の
二
車
線
道
路
も
1010
月
に
完
成
し
全
線
開
通
と
な
っ
た
。

月
に
完
成
し
全
線
開
通
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
道
路
の
安
全
と
利
便
性
が
良
く
な
り
、
山
寺
の
観
光
振
興
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
大
い
に

　

こ
れ
に
よ
り
道
路
の
安
全
と
利
便
性
が
良
く
な
り
、
山
寺
の
観
光
振
興
に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
大
い
に

期
待
さ
れ
る
。

期
待
さ
れ
る
。

三代夫婦を先頭に渡り初め三代夫婦を先頭に渡り初め

佐藤市長を迎えてのテープカット佐藤市長を迎えてのテープカット

ガード下の二車線道路ガード下の二車線道路

宝珠山を背景に仙山線が走る宝珠山を背景に仙山線が走る

  

『
し
だ
れ
桜
』
植
樹

　

南
院
の
立
谷
川
河
川
公
園
に
公
園
利
用

者
や
観
光
客
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

山
形
市
の「
い
き
い
き
地
域
づ
く
り
支
援
事

業
」
を
活
用
し
平
成
29
年
度
は
公
園
西
側

緑
地
帯
に

樹
高
3.5
ｍ

ほ
ど
の
し

だ
れ
桜
３

本
を
植
樹

し
た
。
さ

ら
に
平
成

30
年
度
は

中
嶋
線
側

の
公
園
整

備
に
合
わ

せ
て
植
樹

す
る
こ
と

が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

元
気
な
山
寺

元
気
な
山
寺 

住
み
や
す
い
山
寺
を
め
ざ
し
て

住
み
や
す
い
山
寺
を
め
ざ
し
て

元
気
な
山
寺

元
気
な
山
寺  

住
み
や
す
い
山
寺
を
め
ざ
し
て

住
み
や
す
い
山
寺
を
め
ざ
し
て

要望活動と要望活動と
成  果成  果

　

今
年
度
も
関
係
行
政
機
関
に
積
極
的
に
要

望
活
動
を
行
い
一
定
の
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。

・
道
路
関
係
で
は
、
市
道
中
嶋
線
が
新
設
・

改
修
さ
れ
平
成
29
年
10
月
に
全
線
完
成
し

た
。

・
県
道
山
形
山
寺
線
歩
道
拡
幅

（
宮
崎
地
内
）
は
、
設
計
変
更

に
よ
り
、
平
成
29
年
度
用
地
測

量
、
平
成
30
年
度
用
地
買
収
、

買
収
後
着
工
す
る
見
込
み
と
な

っ
た
。

・
市
道
千
手
院
線
拡
幅
整
備
は
、

平
成
29
年
度
道
路
詳
細
設
計
・

用
地
測
量
、
平
成
30
年
度
用
地

買
収
、
買
収
後
着
工
す
る
見
込

み
と
な
っ
た
。

・
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、
今
年
、

山
寺
地
区
内
は
山
形
市
が
組
織
強
化
し
た

猟
友
会
中
核
の『
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
』

が
駆
除
、
追
い
払
い
等
の
活
動
に
手
を
尽

く
し
て
き
た
。

　

山
寺
地
区
内
で
の
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
等

の
闊
歩
す
る
姿
、
田
畑
・
作
物
被
害
、
日

常
生
活
へ
の
不
安
の
拡
大
は
目
に
余
る
酷ひ

ど

さ
に
達
し
、
山
寺
地
内
の
営
農
意
欲
を
大

き
く
削
ぐ
ま
で
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
手
だ
て
を
探
る

試
み
が
実
施
さ
れ
た
。
イ
ノ
シ
シ
の
被
害

の
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
県
か
ら
の
委

託
を
受
け
、
芦
沢
地
区
、
馬
形
地
区
の
二

か
所
に
無
線
送
受
信
カ
メ
ラ
を
備
え
た

「
箱
わ
な
」
を
設
置
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

実
証
、
行
動
調
査
（
写
真
）
を
行
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
当
面
の
対
策
を
進
め
な
が
ら

も
、
山
寺
の
営
農
の
将
来
像
を
考
え
、「
共

存
か
、
徹
底
的
な
駆
除
か
」
を
念
頭
に
、

そ
の
詳
細
な
対
策
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

・
環
境
対
策
で
は
、
去
所
子
山
一
帯
の

悪
臭
に
つ
い
て
、
事
業
者
が
子
豚
飼
育
用

に
コ
ン
テ
ナ
式
豚
舎
を
導
入
す
る
な
ど
の

対
策
を
行
っ
た
が
悪
臭
が
改
善
さ
れ
な
い

状
況
に
あ
り
、
市
は
事
業
者
に
消
臭
剤
の

使
用
を
要
請
す
る
な
ど
根
気
強
い
対
応
を

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

栃木県壬生寺の円仁太鼓保存会が根本中堂で奉納演奏 〈H29.8.21〉
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平
成
二
十
九
年
の
物
故
者

 

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

〈
千
手
院
〉

・
後
藤
　

佑
介
殿
　

・
武
田
み
さ
を
殿

・
武
田
チ
ヨ
子
殿
　

・
後
藤
美
代
子
殿

・
冨
樫
　

源
壽
殿

〈
所
　

部
〉

・
武
田
　

信
男
殿
　

・
増
子
　

健
夫
殿

〈
馬
　

形
〉

・
小
笠
原
吉
男
殿
　

〈
川
原
町
〉

・
遠
藤
　

幸
治
殿
　

・
佐
藤
　

久
子
殿

・
榎
森
　
　

孝
殿
　

・
半
澤
キ
ミ
子
殿

・
布
施
　

朝
子
殿
　

・
相
田
　

亮
順
殿

〈
南
　

院
〉

・
柏
倉
　

佐
一
殿
　

・
滝
口
　

重
吉
殿

・
石
山
　

和
夫
殿

〈
芦
　

沢
〉

・
柏
倉
　

健
次
殿
　

・
柏
倉
　

わ
か
殿

〈
宮
　

崎
〉

・
布
施
與
惣
治
殿
　

・
武
田
　

ヨ
シ
殿

・
丸
山
　

カ
ナ
殿
　

・
武
田
　

信
芳
殿
　

〈
地
蔵
堂
〉

・
矢
萩
　

常
善
殿
　

・
矢
萩
　

菊
雄
殿

・
成
山
　

チ
ヨ
殿

〈
中
地
蔵
〉

・
武
田
　

利
美
殿
　

・
布
施
　

國
男
殿

・
全
民
児
連
会
長
表
彰
　

　
　

遠
藤
比
呂
美
（
中
地
蔵
）

・
山
形
市
ご
み
減
量
推
進
功
労
者
感
謝
状

　
　

武
田
　

憲
士
（
千
手
院
）

・
山
形
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
表
彰

　
　

山
形
市
立
山
寺
小
中
学
校

・
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権〈
札
幌
市
〉

　
　

東
北
大
学
四
年
　

遠
藤
　

幸
奈
（
南
院
）

会
　

長
　
　

伊
藤
　
　

忠
（
中
地
蔵
）

副
会
長
　
　

矢
萩
　

昭
夫
（
南
　

院
）
　

　
　
　
　
　

後
藤
　

文
男
（
芦
　

沢
）

　
　
　
　
　

武
田
　

忠
男
（
南
　

院
）

役
　

員
　
　

冨
樫
　

政
利
（
中
地
蔵
）

　
　
　
　
　

矢
萩
　

長
生
（
地
蔵
堂
）

　
　
　
　
　

布
施
　

秀
雄
（
地
蔵
堂
）

　
　
　
　
　

松
田
　

正
志
（
宮
　

崎
）

　
　
　
　
　

布
施
　

幸
雄
（
宮
　

崎
）

　
　
　
　
　

柏
倉
　

茂
幸
（
芦
　

沢
）

　
　
　
　
　

武
田
　
　

均
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　

後
藤
　

光
之
（
馬
　

形
）

　
　
　
　
　

東
海
林
庄
六
（
馬
　

形
）

　
　
　
　
　

武
田
　

政
廣
（
所
　

部
）

　
　
　
　
　

増
子
　

順
一
（
所
　

部
）

　
　
　
　
　

後
藤
　

武
弘
（
千
手
院
）

　
　
　
　
　

後
藤
　

泰
一
（
千
手
院
）

監
　

事
　
　

滝
口
　
　

昇
（
芦
　

沢
）

　
　
　
　
　

五
十
嵐
秀
夫
（
川
原
町
）

表
彰
・
受
賞

全
国
大
会
出
場

平
成
29
・
30
年
度 

振
興
会
役
員

お
誕
生

お
誕
生

  

お
め
で
と
う

お
め
で
と
う
!!!!

　

平
成
二
十
九
年
生
ま
れ

 

〈
千
手
院
〉

 

・
佐
々
木
勝
哉
氏 

長
男

　
　
　

翔と
う

　

聖ま
　

さ
ん

　

 

〈
川
原
町
〉

 

・
安
岡
　
　

祥
氏 

二
男

　
　
　

楓ふ
う

　

太た
　

さ
ん

　

 

〈
南
　

院
〉

 

・
浅
沼
　

正
一
氏 

三
男

　
　
　

幸こ
う

　
　

さ
ん

　

 

〈
芦
　

沢
〉

 

・
原
田
　

大
樹
氏 

長
男

　
　
　

唯い
　

慎し
ん

　

さ
ん

　伊澤 　浩 　　　
　　 ミツエ ご夫妻

（芦　沢）　

東海林 修一　 　　　
　　 久子 ご夫妻

（馬　形）　

金金婚婚ささ
んん

小笠原 美雄　 　　　
　　 秀子 ご夫妻

（馬　形）　

齋藤 公郎 　　　
　　 洋子 ご夫妻

（南　院）　

おめでとうおめでとう
小
笠
原 　

尚 　
　
　

　
　

 

と
し
子 

ご
夫
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬　

形
）　

『仙山連携事業』 蔵王山から面白山までの区間にロングトレイル



祝 併設30周年祝 併設30周年山寺の未来へ山寺の未来へ ～山寺小中学校～～山寺小中学校～
つなぐ 子どもたちの活動つなぐ 子どもたちの活動

　

今
年
度
の
山
寺
小
中
学
校
文
化
祭

は
、
併
設
校
30
周
年
記
念
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
準
備
し
、開
催
さ
れ
た
。

　

山
寺
小
中
学
校
の
文
化
祭
が
新
た

な
伝
統
と
な
る
よ
う
に
願
い
、
後
藤

巧
真
（
中
３
）
君
の
提
案
を
も
と
に
、

〝
広
交
～
新
し
い
伝
統
の
幕
開
け
″

（
広
交
と
は
、
児
童
・
生
徒
、
保
護

者
、
地
区
の
方
々
の
三
者
が
広
く
交

わ
り
、
お
互
い
に
協
力
し
合
う
）

と
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

☆
山
寺
物
語
の
シ
ナ
リ
オ
に
、
磐
司

磐
三
郎
兄
弟
説
を
取
り
入
れ
る
。

☆
各
自
が
調
べ
学
習
を
徹
底
し
発
表

す
る

「
郷
土
を
愛
し
、
社
会
に
役
に
立
つ

人
に
な
る
」
を
め
ざ
し
、
児
童
・
生

徒
各
自
が
郷
土
山
寺
に
つ
い
て
知
り

た
い
こ
と
、
興
味
の
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
調
べ
学
習
を
積
極
的
に
行
な

う
。
地
域
の
方
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
調
べ
学

習
、
昔
の
資
料
の
読
み
調
べ
学
習
等

を
納
得
で
き
る
ま
で
進
め
、ま
と
め
、

発
表
す
る
」

こ
と
に
、
全
児
童
・
生
徒
が
取
組
み

「
総
合
学
習
発
表
」
に
臨
ん
だ
。

　

当
日
の
本
番
発
表
で
、
児
童
・
生

徒
は
ク
イ
ズ
形
式
を
取
り
入
れ
る
な

ど
の
工
夫
を
凝
ら
し
、
自
信
た
っ
ぷ

り
、
保
護
者
も
知
ら
な
い
事
柄
を
発

表
し
合
っ
た
。

　

午
後
は
、
保
護
者
も
、「
山
寺
を

語
る
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
研
修
会
を
開

催
。
山
寺
に
つ
い
て
学
習
し
、
理
解

を
深
め
合
っ
た
。

 － 1 －

編
集
後
記

毎年発行予定・保存しておきましょう。

　

宝
珠
の
し
ず
く
22
号
を
お
届
け
致

し
ま
す
。
★
「
宝
珠
の
し
ず
く
」
は
、

「
先
達
の
山
寺
づ
く
り
に
学
ぶ
（
過

去
）、
毎
年
、
ど
ん
な
山
寺
づ
く
り

に
取
組
ん
だ
の
か
（
現
在
）、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
達
が
ど
う
育
っ
て

い
る
か
（
未
来
）」
の
視
点
を
考
慮

し
編
集
し
て
お
り
ま
す
★
ち
な
み
に

各
号
が
揃
い
ま
す
と
、
多
彩
な
情
報

の
「
山
寺
事
典
」
と
し
て
活
用
で
き

そ
う
で
す
。試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

編
集
委
員

　

新
関
　

孝
夫
　
　

布
施
　

晶
嗣

　

笹
原
　

永
吉
　
　

後
藤
　
　

久

焔
石
川
　

進
一
　
　

佐
藤
　

正
紀

　

遠
藤
ま
き
子

山寺からはじまった
除雪ボランティア除雪ボランティア

　

こ
の
度
、
約
50
年
に
亘
り
演
じ
ら
れ
て

き
て
い
る
山
寺
小
学
校
の
全
校
児
童
劇

『
山
寺
物
語
』
が
川
崎
浩
良
賞
受
賞
と
い

う
栄
誉
に
輝
い
た
。
こ
れ
ま
で
も
当
誌
に

度
々
掲
載
し
て
き
た
が
、
そ
の
継
続
発
表

の
貴
重
な
文
化
活
動
が
、
今
日
の
山
寺
小

中
学
校
の
伝
統
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
更

に
証
明
さ
れ
た
。

　

こ
の
受
賞
は
、
現
在
の
児
童
生
徒
の
み

な
ら
ず
、
卒
業
生
や
山
寺
地
区
民
、
指
導

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
教
職
員
の
方
々
に

と
っ
て
も
た
い
へ
ん
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
開
山
伝
承
を
体
で
学
び
続
け

よ
う
！

お
め
で
と
う『
山
寺
物
語
』

～
第
31
回
文
化
財
愛
護

　
　
　

川
崎
浩こ

う

良
り
ょ
う

賞
受
賞
!!
～
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